
平成年月日 金曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

五
六

特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ

の
材
料
価
格
（
材
料
価
格
基

準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
件

四
50

五
七

訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基

準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

四
50

五
八

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
の
指

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

者
の
一
部
を
改
正
す
る
件

四
50

五
九

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医

薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

四
50

六
〇

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評

価
療
養
及
び
選
定
療
養
の
一

部
を
改
正
す
る
件

四
50

六
一

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る

療
養
に
つ
い
て
の
費
用
の
額

の
算
定
方
法
の
一
部
を
改
正

す
る
件

四
50

六
二

入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る

食
事
療
養
及
び
入
院
時
生
活

療
養
費
に
係
る
生
活
療
養
の

費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

四
50

六
三

入
院
時
食
事
療
養
及
び
入
院

時
生
活
療
養
の
食
事
の
提
供

た
る
療
養
の
基
準
等
の
一
部

を
改
正
す
る
件

四
50

六
四

日
本
薬
局
方
の
全
部
を
改
正

す
る
件

七

三

六
五

理
容
業
に
関
す
る
標
準
営
業

約
款
の
一
部
を
変
更
認
可
し

た
件

七

三

六
六

労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
三

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
製

造
時
等
検
査
の
業
務
の
全
部

を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
件

一
四

四

六
七

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
十

四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
製
造
販
売
の
承
認
を
要
し

な
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働

大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
等

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
六

五

六
八

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
第
二
十
条
第
一
項
第
六
号

及
び
第
七
号
並
び
に
医
薬

品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、

有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保

等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

第
九
十
六
条
第
六
号
及
び
第

七
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
薬

品
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
六

五

六
九

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
生
物
の
公

表
を
行
う
件

一
六

五

七
〇

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
八

条
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金

相
当
額
の
算
出
方
法
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
八

七

七
一

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
二

十
八
条
第
一
項
又
は
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た

同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法

附
則
第
三
十
六
条
第
一
項
各

号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
利
率
を
廃
止
す

る
件

一
八

七

七
二

複
数
手
術
に
係
る
費
用
の
特

例
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
八
61

一

七
三

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養

に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

方
法
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
八
61

七

七
四

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養

に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

方
法
第
一
項
第
五
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

別
に
定
め
る
者
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
八
61

七
五

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
傷

病
名
、
手
術
、
処
置
等
及
び

定
義
副
傷
病
名
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
八
61

七
六

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

病
院
の
病
棟
並
び
に
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
病
院
、
調

整
係
数
及
び
機
能
評
価
係
数

を
定
め
る
件

一
八
61

七
七

派
遣
元
事
業
主
が
講
ず
べ
き

措
置
に
関
す
る
指
針
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
二

六

七
八

派
遣
先
が
講
ず
べ
き
措
置
に

関
す
る
指
針
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
二

六

七
九

介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の

三
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六

十
一
条
の
三
第
二
項
第
一
号

に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限

度
額
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
三
64

八

八
〇

介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の

三
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す

る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
及

び
同
法
第
六
十
一
条
の
三
第

二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞

在
費
の
負
担
限
度
額
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
三
64

八

八
一

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
年

金
を
定
め
る
件

二
三
64

八

八
二

消
費
生
活
協
同
組
合
に
お
け

る
共
済
計
理
人
の
確
認
の
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
四
66
三
八

八
三

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の

促
進
に
関
す
る
法
律
第
八
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
四
66
三
九

八
四

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一

単
位
の
単
価
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
四
66
三
九

八
五

健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
附
則

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
同
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
国

民
健
康
保
険
法
に
よ
る
被
用

者
保
険
等
保
険
者
拠
出
金
等

の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
第

二
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き

平
成
二
十
八
年
度
の
拠
出
金

調
整
金
額
の
算
定
に
係
る
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率
を

定
め
る
件

二
五

六

八
六

労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七

条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名
称

を
公
表
す
る
件

二
五
68
四
二

八
七

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大

臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医

療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及

び
一
般
医
療
機
器
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
五
68
四
八
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